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2
人事制度の基本は、
「社会の納得性」
「社内の納得性」。

労働の貢献価値が同じなら、職務・役職・年齢にかかわらず、同一の給与を支払うべき――
つまり、正社員・非正社員の給与格差や年齢給は法律違反？
これは将来的な話ではなく、すでに1967年に日本が批准している
ILO100号にはっきり規定された事実。さて、この解釈をどうするか……｡
パート1では、この原則の出来上がった背景や過去の訴訟を振り返り、
パート2では行政と法律家の考え方を。
最後にこの原則を比較的うまく取り込んでいる企業にパート3で意見を聞いてみた。
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Part 2
一度きれいに整理しよう、という改善運動を

Part 1
近づくか、「同一価値労働同一賃金」型社会

Part 3
大切なのは納得性。
過度の原理原則適用は硬直化を生む

文・構成海老原嗣生（本誌）
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Part1 人事制度の基本は、「社会の納得性」「社内の納得性」。1 Part12

同
じ
仕
事
を
し
て
い
て
、
業
績
的
に
も
遜

色
が
な
い
の
に
、
報
酬
に
差
が
あ
る
。
こ
ん
な

場
合
だ
と
、
こ
れ
は
お
か
し
い
、
と
文
句
を
言

う
こ
と
は
マ
マ
あ
る
だ
ろ
う
。
こ
れ
は
、
同●

一●

労●

働●

同
一
賃
金
と
い
う
非
常
に
わ
か
り
や
す

い
原
則
だ
（
た
だ
し
、
正
社
員
・
非
正
社
員

や
年
功
給
な
ど
の
制
度
に
よ
り
、
こ
の
原
則
さ

え
守
ら
れ
て
い
な
い
現
状
は
あ
る
が
）。

し
か
し
、
こ
れ
が
さ
ら
に
進
ん
で
、「
職
務

は
異
な
る
が
、
会
社
に
対
す
る
貢
献
度
は
同

じ
。
だ
か
ら
、
給
与
は
同
じ
で
な
い
と
お
か
し

い
」
と
い
う
論
理
が
あ
る
。
こ
ち
ら
は
、
同
一

価
値
労
働
同
一
賃
金
と
い
う
考
え
方
だ
。
確

か
に
、
意
見
と
し
て
は
も
っ
と
も
だ
が
、
果
た

し
て
そ
の
よ
う
な
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
の
か
。

実
は
、
こ
の
原
則
は
、
す
で
に
日
本
も
遵
守

し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
、
と
い
う
事
情
が
あ
る
。

同●

一●

価●

値●

労●

働●

同
一
賃
金
は
、
Ｉ
Ｌ
Ｏ
（
国

際
労
働
機
関
）
に
よ
り
国
際
条
約
（
Ｉ
Ｌ
Ｏ

１
０
０
号
／
同
一
価
値
の
労
働
に
つ
い
て
の

男
女
労
働
者
に
対
す
る
同
一
報
酬
に
関
す
る

条
約
）
と
し
て
１
９
５
７
年
に
定
め
ら
れ
、

日
本
も
１
９
６
７
年
に
批
准
し
て
い
る
か
ら

だ
。そ

も
そ
も
こ
の
問
題
は
、
性
に
よ
る
待
遇
格

差
と
い
う
も
の
が
出
発
点
に
あ
る
。
先
進
国
の

場
合
、
経
済
規
模
の
拡
大
・
産
業
の
高
度
化

に
伴
い
、
労
働
力
の
不
足
が
生
じ
、
女
性
の

社
会
進
出
が
起
き
る
。
こ
の
際
に
、
同
一
労

働
な
ら
給
与
水
準
は
同
じ
（
職
務
定
義
主
義
）

と
い
う
概
念
が
浸
透
し
て
い
る
欧
米
諸
国
で

は
、
当
然
、
男
女
性
差
に
関
係
な
く
、
同
一

給
与
体
系
と
な
り
、
格
差
は
起
こ
ら
な
い
は
ず

だ
っ
た
。
そ
こ
に
登
場
し
た
の
が
、
職
務
分
離

（
性
別
で
職
務
を
変
え
る
）
と
い
う
問
題
だ
。

要
す
る
に
、
女
性
た
ち
が
、
よ
り
多
く
採
用
さ

れ
る
職
務
が
登
場
し
て
く
る
。
ア
ド
ミ
ニ
ス
ト

レ
ー
タ
ー
、
秘
書
、
電
話
交
換
、
キ
ー
パ
ン
チ

ャ
ー
な
ど
だ
。
こ
の
よ
う
な
状
態
に
な
る
と
、

「
職
務
が
違
う
か
ら
、
当
然
報
酬
も
異
な
る
」

と
い
う
方
向
に
進
み
、
同
一
労
働
同
一
賃
金

で
は
、
問
題
が
解
決
で
き
な
く
な
る
。

そ
こ
で
、「
労
働
価
値
が
同
じ
な
ら
ば
、
職

近
づ
く
か
、

「
同
一
価
値
労
働
同
一
賃
金
」型
社
会

務
が
違
っ
て
も
報
酬
を
揃
え
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
」
と
い
う
同
一
価
値
労
働
同
一
賃
金
の
原

則
が
注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。

時
代
的
に
は
、
女
性
の
社
会
進
出
や
権
利

回
復
の
主
張
が
さ
か
ん
に
な
っ
た
、
60
年
代
よ

り
こ
の
問
題
に
日
が
当
た
り
始
め
て
か
ら
徐
々

に
浸
透
し
て
い
る
の
で
、
そ
れ
ほ
ど
新
し
い
問

題
で
は
な
い
。

ち
な
み
に
、
Ｉ
Ｌ
Ｏ
１
０
０
号
以
外
に
こ

の
原
則
に
言
及
し
た
法
規
類
で
は
、
１
９
１
９

年
発
効
の
ベ
ル
サ
イ
ユ
条
約
中
の
第
４
２
７

号
第
７
項
や
、
国
連
女
性
差
別
撤
廃
条
約
１

９
７
９
な
ど
に
、
同
様
の
条
文
が
見
ら
れ
る
。

現
在
欧
州
で
、
Ｎ
Ｖ
Ｑ
を
は
じ
め
と
す
る

公
的
な
職
務
要
件
と
難
易
度
が
そ
れ
な
り
に

浸
透
し
て
い
る
の
も
、
同
一
労
働
価
値
同
一

賃
金
に
反
し
な
い
た
め
、
と
い
う
こ
と
が
そ
の

す
で
に
批
准
か
ら

35
年
を
経
た
国
際
条
約

「
同
一
労
働

●

●

●

●

同
一
賃
金
」と

「
同
一
価
値
労
働

●

●

●

●

●

●

同
一
賃
金
」

の
違
い

【図表1】女性労働者の就労状況

労働者数 738万人 2116万人

平均勤続年数 4.0年 8.2年

管理職数 8.70%

1960年 1990年

ILO1993年調査より
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て
有
名
だ
。
こ
の
裁
判
は
「
疑
似
パ
ー
ト
」
と

見
る
べ
き
臨
時
社
員
の
賃
金
格
差
に
つ
い
て
、

公
序
に
反
し
不
法
行
為
を
成
立
さ
せ
る
場
合

に
当
た
る
と
し
て
、
損
害
賠
償
請
求
を
認
容

し
て
い
る
。

「
原
告
ら
の
賃
金
が
、
同
じ
勤
務
年
数
の
女
性

正
社
員
の
八
割
以
下
と
な
る
と
き
は
、
許
容

さ
れ
る
賃
金
格
差
の
範
囲
を
越
え
、
そ
の
限

度
に
お
い
て
被
告
の
裁
量
が
公
序
良
俗
違
反

と
し
て
違
法
と
な
る
」
と
す
る
も
の
（
１
９
９

６
・
３
・
15
東
京
地
裁
）。

１
９
９
９
年
11
月
29
日
、
第
二
審
の
東
京

高
裁
で
、
給
与
を
日
給
か
ら
月
給
に
す
る
、

通
常
の
４
月
の
昇
給
と
は
別
に
平
成
16
年
ま

で
毎
年
12
月
に
月
額
３
０
０
０
円
の
特
別
増

額
是
正
を
行
う
（
５
年
後
に
は
、
正
社
員
の

90
％
程
度
に
な
る
と
い
わ
れ
て
い
る
）
こ
と
な

ど
を
内
容
と
す
る
和
解
が
成
立
し
た
。

雇
用
形
態
に
よ
る
給
与
差
を
２
割
以
内
に

留
め
る
べ
き
、
と
い
う
画
期
的
な
判
決
で
は
あ

っ
た
が
、
そ
の
一
方
、
判
決
文
に
は
、「
同
一

労
働
同
一
賃
金
を
定
め
た
実
定
法
は
日
本
に

な
い
。
公
序
良
俗
に
反
し
た
場
合
の
み
是
正

を
」
旨
の
言
葉
が
見
ら
れ
、
原
則
自
体
は
否

定
さ
れ
た
。
こ
の
面
に
つ
い
て
は
、
国
内
法
で

は
な
く
、
Ｉ
Ｌ
Ｏ
１
０
０
号
批
准
下
の
日
本

と
い
う
こ
と
を
鑑
み
て
い
な
い
、
と
の
批
判
が

出
て
い
る
。

ガ
ス
の
配
管
工
事
な
ど
を
行
う
会
社
「
京

ガ
ス
」
の
賃
金
に
お
い
て
女
性
差
別
が
あ
る
こ

ひ
と
つ
の
理
由
と
考
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
。

国
内
に
目
を
移
そ
う
。
日
本
で
は
性
別
に

よ
る
職
務
分
離
以
前
の
問
題
と
し
て
、
職
務

定
義
自
体
が
あ
や
ふ
や
で
あ
り
、
価
値
把
握

が
非
常
に
難
し
い
。
そ
の
た
め
、
こ
の
問
題
は
、

あ
ま
り
注
目
さ
れ
ず
に
現
在
に
い
た
っ
て
い

る
。
し
か
し
、
法
制
や
訴
訟
を
見
る
と
、
こ
の

問
題
を
扱
っ
た
事
例
は
過
去
に
存
在
す
る
。

ま
ず
、
驚
き
に
値
す
る
の
だ
が
、
日
本
で
は

労
働
基
準
法
（
１
９
４
７
年
公
布
）
の
草
案

の
第
４
条
に
、
同
一
価
値
労
働
同
一
賃
金
の

原
則
が
規
定
さ
れ
て
い
た
、
と
の
指
摘
が
見
ら

れ
る
（
明
治
大
学
／
遠
藤
公
嗣
教
授
、『
日
本

労
働
法
学
会
誌
』
98
号
）。
こ
の
時
点
で
成
立

し
て
い
れ
ば
国
際
的
に
も
か
な
り
先
端
的
な
事

例
と
し
て
注
目
に
値
し
た
だ
ろ
う
。
し
か
し
、

残
念
な
が
ら
、
こ
の
内
容
は
、
制
定
法
か
ら
は

消
滅
し
て
い
た
。

当
時
の
Ｇ
Ｈ
Ｑ
方
針
の
変
動
と
、
こ
の
条

文
と
日
本
国
勢
と
の
ミ
ス
･
マ
ッ
チ
ン
グ
な
ど

が
、
草
案
を
生
か
し
き
れ
な
か
っ
た
要
因
だ
ろ

う
。実

際
に
目
に
見
え
る
形
で
同
一
価
値
労
働

同
一
賃
金
が
明
文
化
さ
れ
る
に
は
、
冒
頭
に

述
べ
た
Ｉ
Ｌ
Ｏ
１
０
０
号
の
批
准
（
１
９
６

７
年
）
を
待
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

さ
て
、
Ｉ
Ｌ
Ｏ
１
０
０
号
批
准
か
ら
35
年
、

こ
の
間
に
同
原
則
に
関
わ
る
訴
訟
事
件
は
少

な
か
ら
ず
発
生
し
た
。
こ
こ
で
は
、
そ
の
代
表

的
な
も
の
を
以
下
に
取
り
上
げ
て
お
く
。

初
の
原
則
支
持
！

「
京
ガ
ス
事
件
」

日
ソ
図
書
の
女
性
社
員
が
、
同
期
入
社
の

男
性
社
員
と
比
べ
て
、
昇
給
率
が
低
い
こ
と

を
提
訴
。
仕
事
の
内
容
、
年
齢
、
勤
続
年
数

が
同
じ
で
あ
る
男
女
間
の
賃
金
格
差
が
合
理

的
で
あ
る
の
は
、
そ
の
提
供
す
る
労
働
の
質
お

よ
び
量
に
差
異
が
あ
る
場
合
に
限
ら
れ
て
い

る
。
判
決
で
は
男
性
と
同
質
の
労
働
に
従
事

す
る
よ
う
に
な
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
れ

ま
で
の
賃
金
格
差
（
初
任
給
格
差
）
を
是
正

せ
ず
放
置
し
て
き
た
の
は
、
労
基
法
第
４
条

に
違
反
す
る
と
し
て
、
損
害
賠
償
を
命
じ
た

（
東
京
地
裁
／
１
９
９
２
・
８
・
27
）。

こ
れ
を
も
っ
て
、
判
決
と
し
て
は
じ
め
て

「
同
一
価
値
労
働
同
一
賃
金
の
肯
定
」
で
あ
る

と
見
な
す
解
釈
が
時
お
り
見
ら
れ
る
。
し
か
し
、

こ
の
判
決
に
は
大
き
な
矛
盾
が
あ
る
。
職
務
は

同
等
と
い
う
こ
と
で
、
同
一
労
働
同
一
賃
金

と
取
ら
れ
か
ね
な
い
部
分
が
一
部
あ
り
、
ま
た
、

何
よ
り
も
、「
年
功
昇
給
率
を
男
女
同
等
に
」

と
い
う
旨
が
見
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
年
功
に
よ

る
給
与
差
を
認
め
て
い
る
た
め
に
年
齢
差
別

要
素
を
残
し
、「
同
一
労
働
価
値
同
一
賃
金
」

と
し
て
は
甘
さ
が
残
る
と
い
う
こ
と
で
、
批
判

が
起
き
て
い
る
。

「
丸
子
警
報
器
事
件
」
は
、
雇
用
形
態
に
よ

る
給
与
格
差
の
是
正
を
勧
告
し
た
裁
判
と
し

国
内
実
定
法
に
こ
の
原
則

規
定
は
あ
る
か
？

功
罪
相
半
ば
の

「
丸
子
警
報
器
事
件
」

不
整
合
解
釈
を
残
し
た

「
日
ソ
図
書
事
件
」
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と
を
問
題
と
し
て
、
京
ガ
ス
の
女
性
労
働
者

が
男
性
社
員
と
の
差
額
賃
金
等
約
２
１
０
０

万
円
の
支
払
い
を
求
め
て
提
訴
。
２
０
０
１

年
９
月
、
京
都
地
裁
が
下
し
た
判
決
で
は
、

京
ガ
ス
の
賃
金
に
お
け
る
女
性
差
別
を
明
確

に
認
め
、
労
働
基
準
法
違
反
で
あ
る
と
し
、

差
額
賃
金
と
慰
謝
料
あ
わ
せ
て
６
７
０
万
円

を
原
告
に
支
払
う
よ
う
、
京
ガ
ス
に
命
じ
た
。

こ
の
裁
判
で
、
原
告
は
「
同
一
価
値
労

働
・
同
一
賃
金
」
と
い
う
主
張
を
し
、
実
際

に
、
異
な
る
仕
事
を
し
て
い
る
男
性
労
働
者

と
の
仕
事
内
容
の
比
較
を
実
施
。
仕
事
内
容

の
価
値
が
ほ
ぼ
同
一
で
あ
る
こ
と
を
立
証
し
、

仕
事
が
異
な
っ
て
も
同
一
価
値
の
労
働
な
の

だ
か
ら
同
一
賃
金
を
支
払
う
べ
き
、
と
訴
え
た

こ
と
で
、
こ
の
原
則
が
支
持
さ
れ
た
、
と
い
う

こ
と
に
な
っ
た
（
被
告
側
控
訴
に
よ
り
現
在
係

争
中
）。

判
決
が
確
定
し
た
わ
け
で
は
な
い
が
、
正
真

正
銘
の
「
同
一
価
値
労
働
〜
」
原
則
に
て
裁

判
が
争
わ
れ
た
事
例
と
関
係
者
は
見
て
い
る
。

日
本
が
労
使
関
連
の
訴
訟
の
少
な
い
社
会

な
の
は
、「
問
題
が
少
な
い
」
も
し
く
は
、「
温

和
な
国
民
性
が
そ
う
さ
せ
て
い
る
」
と
解
釈

す
る
意
見
が
多
い
が
、
そ
れ
は
あ
る
面
間
違

い
と
い
え
る
。
日
本
の
場
合
、
訴
訟
に
関
わ

る
費
用
（
金
銭
的
な
直
接
費
用
や
、
周
囲
と

の
軋
轢
な
ど
の
間
接
費
用
）
が
か
か
る
と
い

う
こ
と
が
、
大
き
い
と
考
え
ら
れ
そ
う
だ
。
な

ぜ
な
ら
、
訴
訟
ほ
ど
金
銭
も
時
間
も
必
要
な

今後、働く側の権利主張は
強まるか？
【図表2】労働相談ができる主な公的機関とその特徴

く
、
ま
た
法
的
強
制
力
が

な
い
の
で
軋
轢
も
残
さ
な

い
、
と
い
っ
た
形
で
の
、

法
律
相
談
は
、
年
間
少
な

く
見
積
も
っ
て
数
十
万
件

が
公
的
機
関
に
寄
せ
ら
れ

て
い
る
か
ら
だ
。
以
下
の

よ
う
な
相
談
先
が
主
な
も

の
と
し
て
あ
げ
ら
れ
る

（
こ
の
他
に
、
弁
護
士
に
よ

る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
Ｎ
Ｐ

Ｏ
な
ど
も
あ
る
の
で
、
相

談
先
は
意
外
に
多
い
）。

こ
れ
ら
相
談
窓
口
は
、

管
轄
所
管
が
異
な
る
た
め
に
、
一
元
把
握
が

難
し
く
、
相
談
実
数
の
詳
細
は
不
明
。
し
か

し
、
た
と
え
ば
、
東
京
都
の
労
政
事
務
所
だ

け
で
も
年
間
約
５
万
件
（
労
働
問
題
相
談
室

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
）の
相
談
を
受
け
て
お
り
、

全
国
で
労
働
相
談
が
数
十
万
件
以
上
と
い
う

推
測
に
、
納
得
が
い
く
だ
ろ
う
。

昨
年
に
は
、「
個
別
労
働
関
係
紛
争
解
決
促

進
法
」（
平
成
13
年
法
律
第
１
１
２
号
）
が
成

立
。
上
記
の
よ
う
な
多
彩
な
業
務
の
中
で
労

使
紛
争
も
取
り
扱
う
、
と
い
う
窓
口
で
は
な

く
、
専
門
の
窓
口
を
全
国
に
約
３
０
０
カ
所

設
置
。
さ
ら
に
、
法
的
強
制
力
は
な
い
が
、

「
地
方
労
働
局
長
が
当
事
者
に
対
し
て
助
言
・

指
導
」「
紛
争
調
整
委
員
会
が
間
に
入
り
、
解

決
へ
の
あ
っ
せ
ん
」
な
ど
も
行
う
こ
と
を
明
確

に
し
た
。
こ
の
法
律
施
行
か
ら
３
カ
月
で
、

全
国
の
窓
口
に
12
万
件
の
相
談
が
寄
せ
ら
れ
、

労
働
局
長
の
助
言
や
、
調
整
委
員
会
の
あ
っ

せ
ん
な
ど
も
行
わ
れ
て
い
る
（
図
表
３
）。

こ
う
し
た
、「
訴
訟
前
の
窓
口
整
備
と
そ
の

周
知
」
効
果
に
よ
り
、
訴
訟
へ
の
敷
居
が
低

く
な
っ
た
結
果
、
訴
訟
件
数
も
近
年
増
加
傾

向
を
示
し
て
い
る
。

【図表3】

【図表4】労働関係民事事件数の推移

2,500

2,000

1,500

1,000

500

0
平成7年 8年 9年 10年 11年 12年 

新
受
件
数 

新受総数 原告労働者側総数 
雇用契約存在確認等 

賃金等 
その他 

原告使用者側（雇用契約不存在確認・損害賠償等）
 その他（除名決議無効確認等） 

指導・助言受付件数（411件中、手続終了354件） 354件

助言実施 154件

指導実施 33件

取り下げ 89件

打ちきり 45件

あっせん受付件数（308件中、手続終了147件） 147件

合意成立 57件

取り下げ 41件

当事者の一方不参加棟によるあっせん打ちきり 44件

※参考／労務安全情報センター資料

※厚生労働省

全国的に見ると、地方では抜群の解決力を誇る。
都道府県労働基準局（都道府県単位に1カ所。労働基準監
督署の上部機関）では、H10.10.1から「労使紛争解決援助制
度」（改正労基法第106条の3）を取り扱っている。

行政サービスとして労働相談を行っている。相談内容を限定し
ないで幅広く応じているので、利用しやすい。必要に応じて、
弁護士、労働組合等の外部専門家との連携処理がはかられる。

男女雇用機会均等法やセクシュアルハラスメントに関する相
談。都道府県単位に1カ所。

簡易裁判所の調停委員が間に入って、相手方と話し合いによ
ってトラブルを解決する手続き（費用は安いが有料）。

地方自治体が行う市民法律相談がある。労働相談が専門で
ないことが多いが、最も身近で利用できる無料法律相談所で
はある。

労働基準
監督署

労政事務所

女性少年室

簡易裁判所
の民事調停

地方自治体
の法律相談
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雇
用
形
態
に
よ
る
処
遇
格
差
に
つ
い
て

ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
。

パ
ー
ト
社
員
の
役
割
が
増
大
し
て
い
る
中
、

正
社
員
と
パ
ー
ト
社
員
の
処
遇
に
格
差
が
見

ら
れ
る
状
態
。
こ
れ
を
改
善
す
る
施
策
が
ま
ず

前
提
と
な
る
で
し
ょ
う
。
同
一
価
値
労
働
同

一
賃
金
と
い
う
前
に
、
同
一
労
働
同
一
賃
金

で
す
。そ

う
な
る
と
、
職
務
分
離
の
問
題
が
起

き
な
い
か
（
雇
用
形
態
に
よ
る
職
務
格
差
）。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
、
職
務
別
賃
金
が
算
定

さ
れ
ひ
と
つ
の
基
準
が
で
き
て
い
る
。
そ
し
て
、

そ
の
基
礎
に
な
る
職
務
難
易
度
を
測
る
た
め

に
Ｎ
Ｖ
Ｑ
な
ど
の
公
的
基
準
も
で
き
て
い
る
。

そ
う
し
た
と
こ
ろ
ま
で
将
来
的
に
は
日
本
も
考

え
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
で
し
ょ
う
。
こ

う
す
れ
ば
、
職
務
が
異
な
る
か
ら
給
与
の
適
正

水
準
が
比
較
で
き
な
い
、
と
い
う
声
も
聞
か
れ

な
く
な
る
は
ず
で
す
。

給
与
格
差
の
削
減
は
、
パ
ー
ト
社
員
の

給
与
増
と
な
り
、
企
業
の
経
営
圧
迫
を
生
む

る
仕
組
み
を
考
え
る
か
。

職
務
評
価
を
き
っ
ち
り
と
行
う
こ
と
が
前

提
に
な
る
で
し
ょ
う
。
こ
れ
を
全
従
業
員
に
対

し
て
行
い
、
将
来
的
に
は
非
正
社
員
間
で
も

成
果
見
合
い
で
報
酬
に
差
が
出
る
よ
う
に
な

る
と
思
い
ま
す
。

正
社
員
に
は
、
目
に
見
え
な
い
職
務
・

責
任
な
ど
の
負
担
が
あ
る
、
と
い
う
意
見
に

つ
い
て
は
。

そ
れ
が
合
法
的
な
も
の
と
し
て
客
観
的
に

示
せ
る
の
な
ら
ば
、
そ
の
部
分
で
給
与
に
差
が

出
る
の
は
理
解
が
で
き
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
し
か
し
、
配
置
転
換
や
継
続
的
に
技

能
形
成
義
務
を
負
っ
て
い
る
と
い
う
理
由
は
、

将
来
的
に
は
成
り
立
た
な
く
な
っ
て
く
る
と
思

い
ま
す
。
こ
う
し
た
、
現
在
的
で
は
な
く
未
来

を
担
保
す
る
形
で
の
報
酬
と
い
う
の
は
、
長
期

雇
用
の
保
証
感
覚
が
薄
ま
る
に
つ
れ
、
正
当

な
理
由
と
は
な
り
え
な
く
な
る
と
考
え
る
か
ら

で
す
。な

ぜ
、
雇
用
形
態
に
よ
る
格
差
と
い
う

の
で
は
な
い
か
。

直
接
的
な
給
与
で
は
そ
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、
パ
ー
ト
社
員
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ア
ッ

プ
・
生
産
性
ア
ッ
プ
が
起
こ
る
こ
と
も
期
待

さ
れ
る
。
そ
の
効
果
を
生
か
せ
る
よ
う
な
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
を
考
え
る
の
が
ひ
と
つ
の
方
法
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
ま
た
、
国
際
的
に
も
国
内

の
訴
訟
事
例
で
も
、
雇
用
身
分
感
の
給
与
格

差
を
完
全
廃
止
す
る
の
で
は
な
く
、
多
少
は
格

差
を
認
め
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
工
夫
を
し
て

い
く
こ
と
に
な
る
で
し
ょ
う
。

処
遇
是
正
し
た
給
与
格
差
は
ど
の
程

度
が
許
容
範
囲
か
。

研
究
の
報
告
で
は
、「
８
割
」
と
の
数
字
を

記
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
一
律
に
「
８
割
」

を
基
準
に
す
る
と
い
う
趣
旨
で
は
な
く
、
デ
ー

タ
を
示
し
た
方
が
、
労
使
の
取
り
組
に
役
立

つ
の
で
は
な
い
か
と
の
気
持
ち
か
ら
、
参
考
値

と
し
て
示
し
た
ま
で
で
す
。
基
本
的
に
は
、
労

使
の
話
し
合
い
に
よ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

当
然
、
働
き
に
応
じ
て
給
与
も
増
減
す

Part2
今
年
７
月
、
厚
生
労
働
省
雇
用
均
等
・
児
童
家
庭
局
局
長
の
参
集
し
た「
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
研
究
会
」で
は
、

「
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
の
課
題
と
対
応
の
方
向
性
」と
題
す
る
一
冊
の
報
告
書
を
発
表
し
た
。

学
識
経
験
者
か
ら
な
る
委
員
に
よ
る
４
カ
月
間
に
わ
た
る
研
究
を
も
と
に
し
て
い
る
。
そ
の
中
で
は
、
多
様
な
働
き
方
が
論
じ
ら
れ
る
中
で

正
社
員
・
パ
ー
ト
社
員
間
の
処
遇
格
差
の
問
題
に
つ
い
て
も
触
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
担
当
者
奥
村
英
輝
氏（
厚
生
労
働
省
）に
意
見
を
聞
い
た
。

一
度
き
れ
い
に
整
理
し
よ
う
、
と
い
う
改
善
運
動
を

奥
村
英
輝
氏
（
お
く
む
ら
・
ひ
で
き
）厚
生
労
働
省
雇
用
均
等
・
児
童
家
庭
局
短
時
間
・
在
宅
労
働
課
課
長
補
佐
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Part2 人事制度の基本は、「社会の納得性」「社内の納得性」。2

こ
と
が
議
論
の
的
に
な
る
の
か
。

今
後
、
少
子
化→

人
口
減
少
に
伴
い
、
労

働
力
不
足
が
起
き
て
く
る
で
し
ょ
う
。
そ
の
時

に
は
、
高
齢
者
や
女
性
が
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を

も
っ
て
社
会
で
働
け
る
体
制
を
作
る
こ
と
が
重

要
に
な
っ
て
き
ま
す
。
い
ろ
い
ろ
な
立
場
の
人

が
労
働
参
入
す
る
た
め
に
は
、
雇
用
形
態
も

バ
ラ
エ
テ
ィ
に
富
む
必
要
が
あ
る
で
し
ょ
う
。

そ
れ
以
外
に
も
、
企
業
の
正
社
員
雇
用
数
増

加
余
力
の
乏
し
さ
や
、
正
社
員
採
用
下
で
起

き
た
ミ
ス
マ
ッ
チ
人
材
の
悲
惨
さ
な
ど
を
考
え

る
と
、
や
は
り
、
正
社
員
一
辺
倒
の
雇
用
は

こ
れ
か
ら
先
厳
し
い
と
思
わ
れ
ま
す
。
そ
う
し

た
雇
用
形
態
の
多
様
化
が
進
む
状
況
下
で
、

雇
用
形
態
に
よ
り
待
遇
に
差
別
や
格
差
が
あ

れ
ば
、
労
働
意
欲
が
減
退
す
る
、
も
し
く
は
そ

の
形
態
で
の
人
材
確
保
が
難
し
く
な
る
と
考

え
る
か
ら
、
こ
の
問
題
を
真
摯
に
受
け
止
め
て

い
ま
す
。

雇
用
形
態
の
多
様
化
に
つ
い
て
、
ど
の

よ
う
な
指
針
を
考
え
る
か
。

正
社
員
に
付
加
さ
れ
る
配
転
・
異
動
・
職

能
ア
ッ
プ
な
ど
の
義
務
を
軽
減
し
、
非
正
社

員
の
気
軽
さ
を
付
加
し
て
給
与
格
差
を
減
ら

し
た
よ
う
な
中
間
的
存
在
や
、
パ
ー
ト
タ
イ
ム

正
社
員
な
ど
を
研
究
し
、
企
業
・
働
く
人
と

も
に
使
い
勝
手
の
い
い
労
働
形
態
を
提
案
し

て
い
か
な
い
と
。
そ
う
し
た
こ
と
の
た
め
に
、

国
も
も
ち
ろ
ん
、
産
業
界
全
体
で
ル
ー
ル
を
整

理
し
て
お
こ
う
、
と
考
え
て
い
ま
す
。

社
会
は
、
経
済
合
理
性
や
倫
理
、
公
序
、

社
会
通
念
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
原
則
の
せ
め

ぎ
合
い
で
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
複
雑

系
を
無
理
な
く
運
用
し
て
い
こ
う
と
考
え
る

の
が
法
律
家
な
の
で
す
。
一
般
論
と
し
て
は
、

倫
理
や
公
序
に
照
ら
し
て
大
き
な
問
題
が
な

く
、
そ
の
う
え
、
社
会
通
念
的
に
も
納
得
が

い
く
よ
う
な
事
象
に
つ
い
て
は
、
法
律
が
む

や
み
に
介
入
す
べ
き
で
は
な
い
で
し
ょ
う
。

同
一
価
値
労
働
同
一
賃
金
に
つ
い
て
は
、

現
状
で
は
３
つ
の
こ
と
を
考
え
れ
ば
い
い
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

第
１
に
、
当
然
の
こ
と
で
す
が
、
現
行
法

上
明
ら
か
に
違
法
で
公
序
に
反
す
る
慣
行
は

す
み
や
か
に
是
正
す
る
。
た
と
え
ば
、
全
く
同

じ
仕
事
を
し
て
い
る
の
に
、
た
だ
性
別
の
違

い
だ
け
で
給
与
や
待
遇
が
違
う
と
い
う
の
は

許
さ
れ
ま
せ
ん
。

第
２
に
、
法
的
に
許
さ
れ
る
か
ど
う
か
と

は
別
に
、
理
念
と
し
て
の
同
一
価
値
労
働
同

一
賃
金
の
原
則
は
頭
の
中
か
ら
排
除
し
な
い

こ
と
。
努
力
目
標
の
１
つ
と
言
っ
て
も
い
い

で
し
ょ
う
。

第
３
に
、
従
業
員
間
の
あ
ら
ゆ
る
待
遇
の

格
差
に
つ
い
て
、
そ
の
根
拠
を
説
明
で
き
る

よ
う
に
し
て
お
く
こ
と
。
一
見
同
じ
よ
う
な
仕

事
を
し
て
い
る
の
に
、
正
社
員
と
パ
ー
ト
で

給
与
が
違
う
。
し
か
し
正
社
員
は
管
理
責
任

を
負
っ
て
い
る
、
転
勤
・
配
転
も
あ
る
、
ル

ー
テ
ィ
ン
以
外
の
要
素
を
勘
案
す
れ
ば
当
然

だ
―
―
こ
の
よ
う
に
言
え
れ
ば
よ
い
。
そ
の
際
、

数
学
的
な
積
算
根
拠
な
ど
と
は
言
い
ま
せ
ん
。

理
由
を
説
明
で
き
る
こ
と
自
体
が
大
事
。
ま

ず
は
社
会
通
念
上
納
得
の
い
く
レ
ベ
ル
で
結

構
で
す
。

職
務
の
価
値
を
正
確
に
図
り
金
額
に
換
算

す
る
、
と
い
う
こ
と
は
現
実
的
に
は
難
し
い

で
し
ょ
う
（
コ
ン
サ
ル
の
世
界
で
は
で
き
る
？

そ
れ
は
す
ご
い
）。
現
状
で
は
、
同
じ
仕
事
を

し
て
い
る
の
に
給
与
が
異
な
る
、
と
い
う
ケ
ー

ス
が
ま
ず
問
題
に
な
る
で
し
ょ
う
。

異
職
務
間
の
正
確
な
比
較
は
無
理
。

現
状
で
は
同
一
労
働
の
場
合
が
問
題
と
な
る
。

森
戸
英
幸

森
戸
英
幸
氏
●
成
蹊
大
学
教
授
。
１
９
６
５
年
生
ま
れ
。
東

京
大
学
法
学
部
卒
。
コ
ロ
ン
ビ
ア
・
ロ
ー
ス
ク
ー
ル
、
ハ
ー

バ
ー
ド
・
ロ
ー
ス
ク
ー
ル
客
員
研
究
員
な
ど
を
経
て
現
職
。

「
雇
用
に
お
け
る
年
齢
差
別
禁
止
法
―
―
米
国
法
か
ら
何
を

学
ぶ
か
」（
日
本
労
働
研
究
雑
誌
）
等
の
論
説
が
あ
る
。
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Part3
職
務
・
任
用
・
給
与
、
そ
れ
ぞ
れ
の
基
準
を
明
確
化
し
、
よ
り
客
観
的
で
公
正
な
人
事
制
度
を
作
り
上
げ
る
。

そ
う
し
た
意
味
で
90
年
代
後
半
か
ら
人
事
制
度
改
革
に
着
手
す
る
企
業
が
多
く
見
ら
れ
た
。
富
士
ゼ
ロ
ッ
ク
ス
も
そ
の
一
社
。

同
社
は
２
０
０
０
年
４
月
よ
り
、
成
果
役
割
主
義
を
基
本
に
人
事
制
度
を
刷
新
し
た
。
新
人
事
制
度
浸
透
に
苦
慮
す
る
企
業
が
多
い
中
、

同
社
の
新
制
度
は
有
意
義
に
機
能
し
た
例
と
し
て
、
社
内
外
か
ら
評
価
が
高
い
。

こ
こ
で
は
、
そ
の
富
士
ゼ
ロ
ッ
ク
ス
に
お
い
て
人
事
制
度
改
革
を
担
当
し
た
原
井
新
介
氏
に
、
同
一
価
値
労
働
同
一
賃
金
の
観
点
か
ら
、

年
功
給
に
つ
い
て
聞
い
て
み
た
。
意
外
な
こ
と
に
、
成
果
役
割
主
義
を
標
榜
す
る
同
社
に
は
、
今
で
も
年
齢
給
が
存
在
す
る
。
そ
の
理
由
は
ー
ー
。

大
切
な
の
は
納
得
性
。

過
度
の
原
理
原
則
適
用
は
硬
直
化
を
生
む

人
事
制
度
は
、
設
計
と
運
用
に
よ
り
成
り

立
ち
ま
す
。
こ
の
両
者
を
考
え
る
う
え
で
気
を

配
ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い
の
が
、〝
社
員
か
ら

の
納
得
を
得
ら
れ
る
か
ど
う
か
〞
だ
と
考
え
て

い
ま
す
。
私
た
ち
の
人
事
制
度
が
比
較
的
社

員
か
ら
支
持
を
得
ら
れ
て
い
る
の
も
、
い
か
に

納
得
性
を
高
め
る
か
、
に
留
意
し
て
い
る
か
ら

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

給
与
は
役
割
と
実
績
に
応
じ
て
支
払
う
べ

き
、
役
割
は
能
力
に
応
じ
て
決
定
す
べ
き

―
―
こ
れ
は
納
得
い
く
考
え
方
で
し
ょ
う
。
で

は
、
役
割
自
体
に
ど
の
よ
う
な
価
値
が
あ
る
か
。

私
た
ち
は
こ
れ
を
３
つ
の
観
点
か
ら
決
め
て
い

ま
す
。
ひ
と
つ
は
、
職
務
規
定
内
容
や
職
務

規
模
、
会
社
に
及
ぼ
す
イ
ン
パ
ク
ト
な
ど
を
定

性
分
析
し
た
も
の
で
す
。
２
つ
目
は
、
ど
の
よ

う
な
能
力
が
そ
の
職
務
遂
行
に
必
要
と
な
る

か
、
を
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
や
客
観
的
な
資
格
、

過
去
実
績
な
ど
で
定
義
し
た
も
の
、
つ
ま
り
任

用
要
件
で
す
。
３
つ
目
が
労
働
市
場
性
。
平

た
く
い
え
ば
、
そ
の
職
務
を
志
向
す
る
人
が
多

い
か
、
少
な
い
か
、
で
す
。

こ
れ
ら
３
つ
を
あ
わ
せ
て
、
役
割
自
体
の
総

合
評
価
を
し
、
給
与
テ
ー
ブ
ル
を
設
計
し
て
い

る
の
で
す
。

客
観
的
な
資
料
で
役
割
給
与
が
決
ま
っ
て

い
る
の
で
、
そ
の
給
与
に
関
し
て
社
員
か
ら
納

得
が
得
ら
れ
や
す
く
な
る
で
し
ょ
う
。
任
用
に

関
し
て
も
、
要
件
を
満
た
し
た
人
を
そ
の
ポ
ス

ト
に
つ
け
れ
ば
、
納
得
感
は
よ
り
高
ま
り
ま
す
。

そ
の
ポ
ス
ト
を
公
募
し
、
公
募
状
況
を
公
開

す
れ
ば
、
さ
ら
に
社
内
の
納
得
が
得
ら
れ
ま
す
。

さ
て
、
こ
こ
で
よ
く
、「
任
用
要
件
は
60
項

目
を
超
え
る
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
に
よ
り
決
め
る

の
で
し
ょ
う
。
よ
く
そ
ん
な
こ
と
が
で
き
ま
す

ね
」
と
い
う
質
問
を
受
け
ま
す
。
そ
こ
な
の
で

す
。
そ
れ
は
最
初
の
時
点
で
職
務
遂
行
要
件

を
正
確
に
把
握
し
て
お
こ
う
、
と
い
う
意
味
で

設
定
し
た
わ
け
で
す
。
こ
れ
に
縛
ら
れ
て
が
ん

じ
が
ら
め
に
な
っ
た
ら
、
も
う
人
事
の
専
門
家

し
か
、
任
用
の
可
否
が
判
断
で
き
な
く
な
る
。

つ
ま
り
、
納
得
性
を
阻
害
す
る
で
し
ょ
う
。
だ

か
ら
、
そ
う
し
た
硬
直
的
な
運
用
な
ど
し
な
い

わ
け
で
す
。
多
く
の
人
に
わ
か
り
や
す
く
納
得

を
得
ら
れ
る
た
め
に
は
任
用
要
件
は
10
〜
15

項
目
程
度
の
、
典
型
的
な
要
素
に
ス
ポ
ッ
ト

を
当
て
、
そ
れ
に
よ
り
選
抜
を
し
ま
す
。
こ
れ

な
ら
社
内
の
納
得
が
得
ら
れ
ま
す
。

ど
う
で
し
ょ
う
。
一
番
必
要
な
の
は
納
得
性

で
あ
り
、
杓
子
定
規
な
原
則
論
は
ダ
メ
、
と
お

わ
か
り
い
た
だ
け
ま
し
た
で
し
ょ
う
か
。

役
割
成
果
主
義
と
い
っ
て
も
、
ス
タ
テ
ィ
ッ

ク
（
固
定
的
）
で
数
字
把
握
が
可
能
な
成
果

納
得
性
を
高
め
る

制
度
と
運
用

形
式
主
義
の
原
則
論
は

納
得
性
を
阻
害
す
る

目
標
・
考
課
基
準
を

み
な
で
事
前
監
査

原井新介（はらい・しんすけ）氏
富士ゼロックス
人事部人事企画グループ長
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Part3 人事制度の基本は、「社会の納得性」「社内の納得性」。2

指
標
は
、
こ
ん
な
に
変
化
の
激
し
い
現
状
で
は

も
ち
え
ま
せ
ん
。
そ
れ
ぞ
れ
成
果
と
す
べ
き
も

の
が
随
時
変
わ
り
ま
す
。
だ
か
ら
、
成
果
主
義

は
ま
ず
そ
れ
ぞ
れ
の
目
標
を
設
定
す
る
こ
と
か

ら
始
ま
る
。
い
わ
ゆ
る
成
果
―
Ｍ
Ｂ
Ｏ
主
義

の
基
本
で
す
ね
。
私
た
ち
は
、
こ
こ
で
も
納
得

性
を
重
視
し
て
い
る
の
で
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の
目
標
が
適
正
か
。
そ
し
て
、
そ

の
目
標
に
対
し
て
「
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
を
ど
の
よ

う
に
評
価
す
る
か
」、
つ
ま
り
、
考
課
基
準
は

適
正
か
。
今
度
は
こ
ん
な
問
題
が
起
き
る
で
し

ょ
う
。

さ
て
、
そ
れ
に
対
し
て
、
ど
う
す
べ
き
か
。

原
則
を
重
ん
じ
る
硬
直
主
義
な
ら
ば
、
職

務
・
年
次
別
目
標
難
易
度
連
関
を
作
り
、
そ

れ
に
対
し
て
の
評
価
尺
度
を
作
り
、
と
い
う
こ

と
に
な
り
ま
す
。
し
か
し
、
各
人
に
そ
の
よ
う

な
細
か
な
作
業
を
施
す
こ
と
は
不
可
能
で
し

ょ
う
。
仮
に
で
き
た
と
し
た
ら
、「
変
化
が
激

し
い
社
会
情
勢
に
即
時
対
応
す
る
た
め
に
Ｍ

Ｂ
Ｏ
を
取
り
入
れ
て
い
る
」
と
い
う
導
入
の
意

義
が
見
え
な
く
な
る
は
ず
で
す
。

さ
て
、
で
は
、
目
標
や
考
課
基
準
に
つ
い
て

の
妥
当
性
を
ど
う
担
保
す
る
か
。

こ
れ
を
私
た
ち
は
、
目
標
設
定
会
議
を
開

く
こ
と
で
解
決
し
て
お
り
ま
す
。
部
課
の
目
標

で
は
な
く
、
構
成
員
ひ
と
り
ひ
と
り
の
半
期
目

標
を
設
定
す
る
会
議
。
こ
こ
で
は
、
個
人
目

標
に
対
し
て
の
考
課
基
準
の
擦
り
合
わ
せ
も

行
わ
れ
ま
す
。
そ
し
て
、
半
期
終
了
後
に
、
そ

の
目
標
や
考
課
基
準
に
し
た
が
っ
て
、
考
課

を
行
う
。

な
ぜ
、
こ
の
よ
う
な
こ
と
で
評
価
の
妥
当
性

が
担
保
で
き
る
か
。
現
場
上
長
が
揃
う
場
で
、

み
な
が
合
意
し
て
決
め
た
、
い
わ
ば
〝
監
査
済

み
〞
の
目
標
で
あ
り
基
準
だ
か
ら
で
す
。
み
な

の
合
意
、
つ
ま
り
、
納
得
性
が
こ
こ
で
も
そ
の

源
泉
に
な
っ
て
い
る
の
で
す
ね
。

●

で
は
、
部
下
へ
の
指
導
は
ど
う
か
。

ま
ず
、
目
標
と
考
課
基
準
を
期
初
に
必
ず

マ
ネ
ジ
ャ
ー
と
部
下
は
擦
り
合
わ
せ
ま
す
ね
。

そ
し
て
、
半
期
終
了
後
に
結
果
を
知
ら
せ
る

面
談
も
必
ず
行
う
よ
う
に
し
て
い
る
。
た
だ
し
、

こ
れ
が
形
式
主
義
で
行
わ
れ
た
ら
意
味
が
な

い
わ
け
で
す
。

半
期
終
了
後
、
査
定
の
悪
い
人
間
に
対
し

て
、「
君
は
期
初
に
設
定
し
た
こ
の
目
標
に
対

し
て
、
進
捗
が
こ
の
程
度
だ
か
ら
、
考
課
基
準

に
よ
り
査
定
は
○
点
」
と
伝
え
て
も
、
反
感
を

買
う
だ
け
で
、
何
も
そ
こ
か
ら
は
生
ま
れ
ま
せ

ん
。こ

う
し
た
成
果
―
Ｍ
Ｂ
Ｏ
が
機
能
す
る
に

は
、
面
談
以
外
に
も
随
時
、
部
下
を
目
標
や

考
課
基
準
に
沿
っ
て
指
導
す
る
日
常
行
動
が

必
要
で
す
。
目
標
と
そ
れ
た
り
結
果
が
よ
く
な

か
っ
た
時
は
、
日
々
導
き
を
す
る
。

こ
れ
が
あ
れ
ば
、
半
期
終
了
後
の
面
談
も

納
得
が
い
く
で
し
ょ
う
。
３
カ
月
終
了
時
に
中

間
面
談
を
設
け
て
い
る
の
も
、
こ
の
〝
日
々
の

指
導
〞
を
よ
り
円
滑
に
す
る
た
め
で
す
。

結
局
、
こ
う
し
た
〝
納
得
を
得
ら
れ
る
〞
よ

う
な
努
力
を
重
ん
じ
て
い
る
わ
け
で
す
ね
。

人
事
制
度
は
設
計
も
大
事
だ
が
、
同
様
に

運
用
も
大
事
。
そ
し
て
両
者
と
も
そ
の
基
本

は
納
得
性
だ
と
理
解
い
た
だ
け
た
で
し
ょ
う
か
。

さ
て
、
違
和
感
を
も
た
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
が
、
成
果
役
割
主
義
を
重
ん
じ
る
私
た
ち

の
人
事
制
度
は
、
役
割
給
の
他
に
本
給
部
分

を
残
し
、
そ
こ
は
年
齢
給
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

年
功
を
反
映
さ
せ
て
い
ま
す
。
な
ぜ
で
し
ょ
う
。

役
割
に
基
づ
き
報
酬
を
決
め
る
。
こ
れ
は
納

得
が
い
く
か
ら
で
す
。
同
様
に
年
功
へ
の
配
慮

も
少
な
く
と
も
今
の
我
が
社
に
と
っ
て
は
非
常

に
納
得
の
い
く
シ
ス
テ
ム
な
の
で
す
。

ま
だ
多
く
の
社
員
が
年
齢
と
と
も
に
給
与

が
上
が
る
シ
ス
テ
ム
を
欲
し
て
い
る
し
、
採
用

場
面
で
競
合
他
社
と
の
比
較
優
位
を
考
え
る

う
え
で
も
、
年
功
へ
の
配
慮
は
は
ず
せ
ま
せ
ん
。

こ
う
し
た
状
態
で
、
年
齢
給
を
廃
止
す
れ
ば
、

一
面
の
道
徳
律
的
に
は
い
い
の
か
も
し
れ
ま
せ

原
則
論
で
の
年
功
排
除
は

さ
ま
ざ
ま
な
弊
害
を
生
む

ん
が
、
い
っ
た
い
誰
が
喜
ぶ
の
か
、
と
感
じ
て

し
ま
う
の
で
す
。

年
齢
給
を
撤
廃
す
る
な
ら
、
当
然
、
完
全

な
能
力
・
業
績
の
み
の
企
業
を
標
榜
す
る
こ

と
に
な
る
わ
け
で
す
か
ら
、
能
力
あ
る
限
り
働

け
る
こ
と
に
な
り
、
定
年
は
な
く
な
り
ま
す
。

そ
し
て
、
退
職
金
も
不
要
と
な
り
ま
す
。
そ
こ

ま
で
整
え
て
か
ら
で
な
け
れ
ば
、
制
度
上
不
整

合
を
起
こ
す
で
し
ょ
う
。

●

さ
て
、
仮
に
そ
れ
ら
す
べ
て
が
成
立
し
た
ら
、

ど
の
よ
う
な
企
業
・
社
会
に
な
る
で
し
ょ
う

か
。体

力
と
能
力
の
あ
る
人
は
、
長
い
期
間
高

賃
金
で
働
け
、
そ
れ
ら
が
劣
る
人
は
、
退
出
す

る
か
低
賃
金
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
。
そ
し
て
、

長
期
勤
続
の
メ
リ
ッ
ト
が
な
い
の
で
、
企
業
へ

の
ロ
イ
ヤ
リ
テ
ィ
も
減
退
し
、
社
員
は
常
に
条

件
の
よ
い
企
業
へ
と
転
職
し
て
い
く
。

と
て
も
殺
伐
と
し
た
雰
囲
気
が
予
想
で
き

ま
す
ね
。
原
理
原
則
を
過
度
に
そ
し
て
硬
直

的
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
持
ち
込
む
こ
と
は
、
多

く
の
人
の
納
得
性
を
阻
害
す
る
こ
と
に
な
る
と

い
う
気
が
し
て
い
ま
す
。

少
な
く
と
も
、
弱
者
救
済
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ

ッ
ト
を
拡
充
さ
せ
て
か
ら
で
は
な
い
限
り
、
と

て
も
実
現
は
無
理
で
し
ょ
う
。


